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栃 木 県 シ ル バ ー 大 学 校 北 校  学 生 自 治 会  会 則  

 

第 １ 章  総  則  

（ 名  称 ）  

第 １ 条  本 会 は 、 栃 木 県 シ ル バ ー 大 学 校 北 校 （ 以 下 「 北 校 」 と 称 す る ） 学 生

自 治 会 と 称 す る 。  

（ 目  的 ）  

第 ２ 条  本 会 は 、学 生 相 互 の 親 睦 交 流 を 深 め 、学 生 生 活 の 円 滑 な 運 営 を 図 る

こ と を 目 的 と す る 。  

（ 事  業 ）  

第 ３ 条  本 会 は 、 前 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 次 の 事 業 を 行 う 。  

⑴   学 校 祭 開 催 に 関 す る こ と  

⑵   各 委 員 会 活 動 に 関 す る こ と  

⑶   ク ラ ブ 活 動 に 関 す る こ と  

⑷   レ ク リ エ ー シ ョ ン に 関 す る こ と  

⑸   そ の 他 本 会 の 目 的 達 成 に 必 要 な こ と  

（ 会  員 ）  

第 ４ 条  本 会 の 会 員 は 、 北 校 在 校 生 と す る 。  

 

第 ２ 章  役  員  

（ 役 員 の 構 成 ）  

第 ５ 条  本 会 に 、 次 の 役 員 を 置 く 。  

⑴   会  長 １名  

⑵  副 会 長  ３名 

⑶   書   記 ４ 名  

⑷   会   計 ４ 名  

⑸   理   事    以 下 に 定 め る  

⑹  監   事   ４名 

２  理 事 は 、 次 に 掲 げ る 者 と す る 。  

⑴   各 学 年 の 班 長  

⑵   各 委 員 会 の 委 員 長  

⑶   各 ク ラ ブ の 部 長  



2 
 

（ 役 員 の 任 務 ）  

第６条 役 員 の 任 務 は 、 次 の と お り と す る 。  

⑴  会 長 は 、 本 会 を 代 表 し 、 会 務 を 統 括 す る 。  

⑵  副 会 長 は 、 会 長 を 補 佐 し 、 会 長 に 事 故 あ る と き 、 又 は 、 欠 け た と き   

は 、 こ れ を 代 行 す る 。  

⑶  書 記 は 、 会務を記録し、会の内外への連絡、広報などを行う。  

⑷  会 計 は 、 本会の金銭出納等、会計事務にあたる。  

⑸  理 事 は 、 本 会 の 運 営 に 関 す る 事 項 を 審 議 す る 。  

⑹  監 事 は 、 本 会 の 会 計 を 監 査 し 、 そ の 結 果 を 会 長 に 報 告 す る 。  

（ 役 員 の 任 期 ）  

第７条 役 員 の 任 期 は １ 年 と し 、 再 任 を 妨 げ な い 。  

２  補 欠 役 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

（ 役 員 の 選 出 方 法 ）  

第８条 会 長 お よ び 副 会 長 は 、 理 事 の 互 選 と し 、 総 会 の 承 認 を 得 な け れ ば な

ら な い 。  

２  書 記 お よ び 会 計 は 、 理 事 の 中 か ら 会 長 が 委 嘱 す る 。  

３  監 事 は 、 総 会 に お い て 選 出 す る 。  

（ 顧  問 ）  

第９条 本 会 に 顧 問 を 置 く こ と が で き る 。  

２  顧 問 は 、 会 長 が 委 託 す る 。 顧 問 の 委 嘱 期 間 は １ 年 と す る 。  

３  顧 問 は 、 会 議 に 出 席 し 助 言 す る こ と が で き る 。  

 

第 ３ 章  会  議  

（ 会  議 ）  

第 １ ０ 条  本 会 の 会 議 は 、 総 会 お よ び 理 事 会 と し 、 会 長 が 招 集 す る 。  

（ 総  会 ）  

第 １ １ 条  定期総会は、年度始めおよび年度末に開催する。ただし、会員の３分の１以

上の請求があったとき、または、理事会が必要と認めたときは、臨時総会を開催する

ことができる。 

２ 総会の議案は、事業報告、決算報告、事業計画、予算、役員の選出、会則改正および、

その他重要事項とする。 

３  総 会 は 、 会 員 の ３ 分 の ２ 以 上 の 出 席 を も っ て 成 立 し 、 議 決 は 、 出 席 者 の

過 半 数 を も っ て 決 し 、 可 否 同 数 の 場 合 は 、 議 長 が こ れ を 決 す る 。  

４  総 会 の 議 長 は 、 出 席 会 員 の 中 か ら 選 出 す る 。  
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（ 理 事 会 ）  

第 １ ２ 条  理 事 会 は 、 本 会 の 運 営 に 関 す る 事 項 を 審 議 す る た め 、 年 度 始 め 、

中 間 期 お よ び 年 度 末 に 開 催 す る 。  ま た 、 会 長 の 判 断 に よ り 、 必 要 に 応

じ て 開 催 す る 。  

２  ク ラ ブ 活 動 に 関 わ ら な い 議 案 は 、会長の判断により、クラブの部長を除く理事

で審議できるものとする。 

（ 会 議 の 特 例 ）  

第 １ ３ 条  総 会 の 開 催 が 緊 急 を 要 し 、か つ 、開 催 す る こ と が 極 め て 困 難 な 事

情 に あ る と き は 、各 学 年 に お い て 第 １ １ 条 第 ３ 項 の 規 定 に 準 じ て 審 議 し 、

各 学 年 の 議 決 が 一 致 し た と き は 、 総 会 に お い て 議 決 し た も の と 見 な す こ

と が で き る 。  

 

第 ４ 章  ク ラ ブ 、 委 員 会  

（ ク ラ ブ の 構 成 と 運 営 ）  

第１４条 クラブ及び同好会（以下、「クラブ」と称する）は、 ク ラ ブ 活 動 に 同 好 す

る 本 会 会 員 （ 以 下 、 本 条 で は 部 員 と 称 す る ） を も っ て 構 成 す る 。  

２  ク ラ ブ に 、 部 長 、 副 部 長 お よ び そ の 他 の 役 員 を 置 く も の と し 、 部 員 の 互

選 に よ り 選 出 す る 。  

３  ク ラ ブ の 運 営 は 、 部 員 の 自 主 的 な 協 議 に よ り 行 う 。  

４  ク ラ ブ の 運 営 に 必 要 な 経 費 は 、 部 員 か ら 徴 収 す る こ と が で き る 。  

５  ク ラ ブ の 設 置 要 綱 は 、 別 に 定 め る 。  

（ 委 員 会 の 構 成 と 運 営 ）  

第 １５条  本 会 は 、 次 に 掲 げ る 委 員 会 を 設 置 す る 。  

⑴  会 誌 会 報 ホ ー ム ペ ー ジ 委 員 会  

⑵   奉 仕 活 動 委 員 会  

２  前 項 各 号 の 委 員 会 は 、 各 学 年 の 委 員 に よ っ て 構 成 し 、 委 員 長 １ 名 、 副 委

員 長 １ 名 を 置 く も の と す る 。  

３  本 条 に 定 め る 委 員 会 の 運 営 は 、 計 画 的 に 実 施 し 、 そ の 年 間 計 画 お よ び 執

行 状 況 を 会 長 に 報 告 す る も の と す る 。  

 

第 ５ 章  会  計  

（ 経  費 ）  

第１６条 本 会 の 経 費 は 、 会 費 お よ び そ の 他 の 収 入 を も っ て 充 て る 。  

（ 会  費 ）  
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第１７条 本 会 の 会 費 は 、毎 年 定 期 総 会 で 決 定 し 、各 班 長 を 通 じ て 納 入 す る 。

た だ し 、 必 要 に 応 じ て 臨 時 に 徴 収 す る こ と が で き る 。  

（ 会 計 年 度 ）  

第１８条 本 会 の 会 計 年 度 は 、 毎 年 １ ０ 月 １ 日 に 始 ま り 、 翌 年 ９ 月 ３ ０ 日 に

終 わ る 。  

２ 決算報告書は、会計監査日以降の収入および支出が発生しないと判断した場合、会計

年度末を待たずに作成できるものとする。 

第 ６ 章  そ の 他 の 事 項  

（ 慶 弔 及 び 旅 費 支 給 に 関 す る 規 定 ）  

第１９条 本 会 の 慶 弔 お よ び 旅 費 支 給 に 関 す る 規 定 は 、 別 に 定 め る 。  

（ そ の 他 ）  

第２０条 本 会 則 に 定 め る 他 、本 会 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、そ の 都 度 、理 事

会 に お い て 審 議 、 決 定 す る 。  

（ 改  廃 ）  

第２１条 本 会 則 の 改 正 は 、 総 会 の 議 決 事 項 と す る 。  

 

附 則  

１  本 会 の 会 則 は 、 昭 和 ５ ８ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

  （ 会 則 改 正 ２ ～ １ ８ は 記 述 を 省 略 す る ）  

 

１９ 会則の一部(第２１条)を追加する会則は、平成３０年１１月 7 日から施行する。 

２０ 会則の一部(第１２条、１５条)の表記を追加する会則は、令和３年１１月３０日か

ら施行する。 

２１ 会則の一部(第１条,１４条)を改正する会則は、令和４年１２月８日から施行する。 

２２ 会則の一部（第４条、２章、３章、１４条、１５条、１８条、２１条）を改正する

会則は、令和５年１１月１５日から施行する。 
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栃木県シルバー大学校北校 学生自治会 旅費支給規定 

 

第１条 旅費は、次の基準により支給するものとする。  

（１） 出張は、会長の指示または承認を受けるものとする。 

（２） 旅費は、会議または慶弔、見舞等で出張したときに支給する。 

（３） 支給額は、学校所在地を基準として、交通機関の普通運賃の額とする。  

（４） 自家用車等を使用した時は、前号の規定に準じて支給する。 

（５） 上記以外の必要な事項は、その都度、理事会で審議決定する。 

 

附則 

１ この規定は、昭和６０年１０月１日から施行する。 

２ この規定の一部を改正する規定は、昭和６３年１２月２日から施行する。  

３ この規定の一部を改正する規定は、令和５年１１月１５日から施行する。  
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栃木県シルバー大学校北校 学生自治会 慶弔規定 

 

第１条 この規定は、総会の議決を経て改廃するものとする。  

第２条 慶弔費および見舞金は、次のとおりとする。 

（１）慶 事 

会員に、県、国等から表彰、叙勲等の慶事があった場合は、会員代表が祝辞

を述べ慶意を表するものとする。  

（２）病気見舞金 

会員が長期間病気などで１ヶ月以上入院した場合は、見舞金として５,００

０円を贈るものとする。 

（３）弔 事 

会員死亡の場合は、香料１０,０００円と花輪を贈って弔意を表するものと

する。 

第３条 前２条の（２）、（３）号の金額は、会員が所属する期会の会計より支出するもの

とする。 

 

附則 

１  この規定は、昭和５９年１月２４日から施行する。 

２  この規定の一部を改正した規定は、昭和５９年１０月２０日から施行する。 

３  この規定の一部を改正した規定は、昭和６３年１２月２日から施行する。 

４  この規定の一部を改正した規定は、平成１６年１１月５日から施行する。 

５  この規定の一部を改正した規定は、平成２０年１１月１８日から施行する。  

６  この規定の一部を改正した規定は、平成２７年１１月４日から施行する。 

７  この規定の一部を改正する規定は、令和５年１１月１５日から施行する。 
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栃木県シルバー大学校北校 学生自治会 クラブ設置要綱 

 

（目 的） 

第１条 学生自治会（以下、「本会」と称する）会則第３条に規定するクラブの円滑な活動

を図ることを目的とする。 

（新設、昇格） 

第２条 クラブを新設するときは、代表者は本会会員（以下、「部員」と称する）２名以

上の名簿に活動計画書を添えて本会に申請し、同好会として活動する。 

２ 同好会からクラブへの昇格は、新設申請日以降の１１月１日を基準に６か月間、５

名以上の部員が健全な活動を継続していることを条件とする。  

（登録の原則） 

第３条 クラブまたは同好会の登録は、原則として、1 種目 1 団体とする。 

（報告の義務） 

第４条 クラブまたは同好会は、本会から要請があったときは、部員名簿、会則等本会が

指定する書類を提出しなければならない。  

２ クラブまたは同好会は、会則の改正または役員を変更したときは、速やかに本会に報

告するものとする。 

（助成金） 

第５条 本会は、年度途中に開催する本会理事会において、クラブおよび同好会の活動状

況を確認し、５名以上の部員で活動しているクラブに対して助成金５，０００円を支

給する。 

２ 中央校、南校、北校で三校交流活動を実施するクラブに対しては、所定の手続きに

より、別途、参加部員１名につき５００円の助成金を支給する。  

 ただし、助成金の上限額は１回につき、５，０００円とする。  

（休部、解散） 

第６条 休部または解散するときは、所属する部員の３分の２以上の同意を得た上、休部

届または解散届を本会に提出する。  

２ 休部中のクラブまたは同好会が活動を再開するときは、第２条の規定を準用する。  

３ 休部届の提出日から２年を経過したときは、登録を抹消する。  

（降格、抹消） 

第７条 クラブが年度始めの本会理事会開催日を基準として１年間、部員２名以上５名未

満の状態が継続したときは、同好会に降格する。  

２ 前項の基準日から１年間、部員１名以下の状態が継続したときは、クラブまたは同好
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会の登録を抹消する。 

(その他) 

第８条 同好会の代表者は、本会会則第５条２項の「クラブの部長」に該当しないものと

する。 

 

附則 

１ 令和５年１１月１５日、「クラブ設置要項」を廃止し、同日から本要綱を施行する。 

ただし、第２条第２項、第７条第１項および第２項は、令和５年１０月１日から適用

する。 


